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イス独得の家が点在 して尤ヽり、 どこを見てもすぐ絵iてたる美 しい風景である。森林限界（約 18 0 

o m)を過ぎて怠牧草地はなお統き、雪の点在 している 2.2 o D mまで牧苗が生えていた。しかも

この牧草はすぺて栽培されたものであるそうだ。これを見てスイスでは庭地としての土地利用は、

限界の限界まで利用 しきつているように見えた。

私たちはロザーヌの北方数Kmのところ妬住む、 フィッツヤー・ウイツチさんと言う移牧をして

いない髯家を訪わた。突然の訪問にもかかわらず王人夫掃はバイまで焼いて私たちを飲迎して〈れ

た。この家の家族は 16オと 12オ妬なる息子のiまかアルバイ トに来ている女の子がいた。こ の骰

家では 12-naの袋地を持ら 10頭の視牛と 8頭の子牛 と1頭の馬と 10 0羽の妬わとりを飼つて

いた。牛から得る収人は小遠い程度であつて弼ーの収人源は砂栖大根で、そして次妬ジャガイモ、

次にトウモロコ・ンであると言っていた。

家の中妬人る ときれいり色かれた床~ 古疇諏品、 オルガンを弾いて唄を砒う沿ばさんの声、 す
ペてに調和が取れていたがこの地方では中脹の下拉であると言うのには消恥いた。

スイ Aは四つの言葉の飽区に別れている。 ドイツ語地区、 フランス語地区、 イクリア語地区、そ

してロマン ・ンユ語を話すロマ ン・ンユ語地区で多る。 （公用語はドイツ語、 フランス語、 イクリア語 ）

扁い山が印空中央を西束に走つているため妬それぞれ孤立化して四つの習栗が混ることな〈 、また

プ・イス独特の胃変が生れることも な〈四つの地区がはつきり分れているのであろう。そのために峠

を越えたとたん妬同じスイズなのに話す筈栗も固囲の感じも進う と言うことがあった。この家のア

ノい・パイ，卜の女の子は ドイツ語地区からこの裂鋲のをるフランス語地区ヘア・ルバイトを兼ねながらフ

ランス詞を覚え妬来ているそうである。そしておじさんの息子も来年はドイツ語地区ヘアルバイト

妬行くのだと 話していた。

スイ打は決して患まれた自然培境ではないの厄、その自然を禎光や脱染匹巧み妬利用し、人々は

落ちついた素朴な生活を営なんでいることを感じたo

学部 4年牧野内俗文

4. イタリアからアルブスへ

イクリ アの夏は姥 く雨がふらないというのが通説になつている。 8月 14日の第者の メモには「

午後 2時 20分頃フ ィレンツエからローマ問のアウ ト・ストラ ーダ。空に実一点もなく 、焼きつけ

るような太陽の下V(、 「太類の遊」を車は走る。熱のため妬 「太陽の通」は雨あがりのようである。

車はクイ ヤの店擦を防ぐためスピー ドを落す。しきりに渇を党ゆ。あと 30分我慢を要する 」と衣

る。 コモ付近の車内混度は 34℃、 ミラノでは車内湿度 36汽 寵射温度 58 ℃で、 ローマ付近で
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は42 ℃を記録 した。 8 月 1 3 •1 4•1

5日は賭で気混は上昇したが、 1 6 • 1 7 

日の両日は珍らし く雨が降 り慈湿は著 しく

低下 した。

8月 16 • 1 7日のロー マからペネチア

（オーストリアまで降雨が祀＾た ）にかけ

て、 2日肝激 しい雨尻みまわれた。車の窓

隙では しめても雨滴がした>りおへ メモ

する妬もビニールを覆つてする程であった。

しかも 2年前ロガロンの町 （北イクリ ア）

では、降雨のため妬山崩れをおこし、 ダム

が決壊して 2.0a a人近い死者を出してい

る。 また本年の 11月（て はアルノ川の氾濫

で、 フィ レン ツエの市街地は泥沼化し 有
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名た芸術品に相当な被害が あり、死者や行

方不明考も山ている。また1協力・；照ると気混

は高〈なるが、蛤天 ・神）天では気涸は此下

し、涼しい。以上のことから降雨 と低混について地中海性気涙を一考する必要がある。

Lrnく市 の印象 Iミラノ市はさだオニ次大戦の残壊があるが、いか化 もエ染都市ら しく工場

が多く郊外[C点在している。天挨がや ':,.!公：りがちであつたためか、 エ培の佳と臭気で市街は くすん

でいた。 ドウモ (ouomo)の広坦は素晴ら しく、府jさ 1O 5 mの尖面に立つマリア像はさすがに

ペネチア
ペロナ
プレンネル峠

.,・・・. 

観光客の感嘆を誘つている。

フィ レンツ工市内にはミケラン・；；ェロの広場、 ボンテ ・ペッキ ヨのダンテ像 サ ン ク ・マリア ・

カルミネ寺院、 ウフイツイ苺術館、 ヴィ ーナス誕生等数 の々ルネサンス文化速産が残されていて、

これだけは芸術の都の名妬恥じたい。しかし、土耀 ・日確の市内ツアーのためだったせいか街はよ

どれが目立ちアルノ川ば濁り、やたらに観光客が多くて、俗物匹紹介された 「花の都」と大部事情

を異厄 している。たまたま貧民街を多く歩いたためであろうかゃ ミケ ラン・ジェ ロの広場のある丘の

一帯は底級住宅地になつていて、丘の上からの眺望はすばら しい。 だがどういう訳かi在こりつぽさ

を惑ずる 。坂下の貧民窟に続 く下町は一様に貧 しい。蚊と痴がいないのが不思訥でならない。やは

り乾燥のためであろうか？伝染病はそのために弱延 しないので あろうか？私は貧民窟で子供を持つ

た婦人の容態を見て、芸術の都に苅する惑強を改めざるを得なかつたo
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ローマの現実は古いもの （例えばコロ七ウム、 フォロ ・ロマ ーノ、 パンテオ ン、バチカン市国、

最高裁判所等 ）と、新 しいもの（例えば外務省、 オリンピック会場 ニユー ・ローマ） が混在して

いる。特に ヨー ロッパ随ーといわれる昭近代的な Tarmine stationは新旧の配置を充分に

取り入れた想物で多る。新しい痩物はアメリカ郡の・ カ窄い。それ以上妬市民のズク イルはア メ

リカナイスさ れている。

水の都veneziaを訪れた とき、幸か不幸か雨匠ふられ、 サン ・マル コ寺院とゴンドラの策観

は絵の如くで あった。 ここで ーも観光客が語がり、 自動車の波と定朋観光船の混娯には閉 口したo 寺

院広場妬高い塔が建ち、鳩が硯光客妬たかつていた。どこにでもある風景である。たゞ寺院の一角

に傍！恙館を取り囲んで恐物の売店が並んでいる。 この売店で巨ぼ しいものはな いかと物色していた

ら、人袖不明の人に「あなたは日本人か」と脚かれた。その音葉は今でも不思緞な くらい耳に残っ

ている。

竺巴よるイクリアの栽培景菌の｛クl]」tイタリアのアルプ叫1琥からロ ンバル ・；；ァ平原!'(かけ

て狼蚕業が発速している。更にこの地域は畑地の中妬水田稲作が分布する。畑地と水出が同地点に

存在い その区別は用水路t｛てよつている。水田稲作はポー川の水を泊漑していることがわかる。畑

地も灌漑妬よつて小麦、 ピート、 トマト、 プドウ、 トゥモロコ ンを栽培する

ポローニヤからフ ィレンツェ ・ローマ閻は果樹栽培が卓越し、 リンゴ ナッ モモ プドウが主

である。ポロ ーニヤから アペ ニンの山地や、 フィレンツ工南部の丘陵地帯はオリ ーヴが目立以 フ・

ドウ、 トウモココ・ン、牧草が問作されている。ボロ ーニャの北部地域は特に洋梨と桃と リンゴが中

心で、 ポー川の北側地域に移ると、果樹の集中栽培が尚減 し普通畑と混合する。妄するvcイクリア

北東部の果甜卓越地域はボローニヤ、 ポー川流域を中心 としたミラ ノ、 フィレンツ エ ヴエネツィ

アを結ぶ三角形の地域である。この土地利用はアルプス妬近ず くに従い小規模になり、やが てアル

プス的煎観に没人 してし市う。

都立葛飾商染託校 菊池 豊

5 .南 ドイツの むら

Augsburg を出発 し、中世の面彩をとどめるロマンティッユ ・シユトラ ーセヘ向う。

この地方はアルプス前地といつて、 アルプス山地とドナウ河谷との問匠あたり、北方に緩やかた

傾斜をもつ即東地帯でをる。アルプス氷河が残 した東西方向の堆石列と、 これ妬直角vc伸びる湖沼

との群が多 く見られ 、北へ向つている私造のバスは、 この堆石丘を一越え二越えと横切り湖沼を左

右妬見た がら進む。
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